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１．授業の概観 

 本科目は高等学校家庭科教員免許の必修科目

であり，3 回生後期の開講である。初等教育コー

ス小学校サブコース 3 回生 4 名，4 回生 3 名，

中等教育コース家政教育専攻 3 回生 4 名，4 回

生１名，総合人間形成課程 2 名の計 14 名が履修

し，全員が単位を修得した。 なお，履修者のう

ち 9 名が高等学校家庭科教員免許の取得を希望

している。

２．授業内容 

本科目は，前述の通り，高等学校家庭科教員免

許に必須となる科目ではあるが，現在の学習指

導要領からは，陽に対象となる単元が無くなっ

ている。免許法上では「家庭電気・機械及び情報

処理」の分野に相当する内容であり，機械，電気，

情報処理を対象とする必要がある。しかしなが

ら，家庭科分野の科目であるため，あくまで生活

者としてこれらの分野をとらえる視点が重要と

なる。通常使われている技術を取り上げるだけ

でなく，技術革新が身の回りの生活にどのよう

な影響を与えているか，またこれからどう変化

していくかを考えることのできる授業を目指し

た。 

具体的な授業内容は以下の通りである。まず

は，人類の発展に伴う火の利用から始まる技術

と社会の関係，エネルギーの利用方法などを考

えた。次に電気の基礎を学習した上で，発電と送

配電の電気系インフラや，電磁誘導の応用とし

て誘導モータや誘導加熱（IH）などの装置につい

て学んだ。次に，制御関連技術として，スイッチ

やリレー，半導体スイッチとしてのトランジス

タなどやそれらを用いたパワーエレクトロニク

ス技術，ディジタル信号とアナログ信号の違い

に触れた。機械分野では，歯車やベルト，チェー

ンなどの簡単な機械要素，自動車などの乗り物

に使われる技術を学んだ。最後に，情報技術の発

展による生活の変化を考え，今後，身の回りの生

活がどのように変化していくか考える活動を行

った。 

３．授業評価法 

 期末試験終了後に授業評価アンケートを行っ

た。質問と回答選択肢は以下の通りである。また，

アンケートの回答結果を表１に示す。この結果

に対する考察は次章で述べる。

１． この授業で得られた新しい知識・技能は

ありましたか？

① 得られた ②・  ③・ ④なかった

２． 講義は分かりやすかったですか？

① 分かりやすい②・③・④分かりにくい  

３． 講義資料への書き込み量はどうでした

か？

① 多い ②・  ③・ ④少ない

４． （免許要件，卒業要件の単位としてでは

なく）この授業によって得られた知識・

技能は「教員（or 仕事）として」役に立

ちそうですか？

① 役に立ちそう②・③・④役に立たなそう

５． （免許要件，卒業要件の単位としてでは

なく）この授業によって得られた知識・

技能は，「生活者として」役に立ちました

か（役に立ちそうですか）？

① 役に立った ②・③・④役に立たない

６． この授業によって，身の周りの技術に対

して興味が深まりましたか？

① 深まった ②・③・④深まらない

表１ 授業終了時のアンケート結果

① ② ④ ④ 

問１ １１ ２ ０ ０ 

問２ １３ ０ ０ ０ 

問３ ３ ７ ４ ０ 

問４ ８ ３ ２ ０ 

問５ １２ １ ０ ０ 

問６ ９ ２ ２ ０ 

４．授業評価結果 

表 1 から明らかなように，ほぼすべての

項目で肯定的な評価を得た。2章で触れたよ

うにこの授業で必ず学ばねばならない項目

は少ないため，学生が興味を持てるような

内容を精選した結果である。 

５．地域社会を核とした教育と研究のつながり

について

身の回りの技術ということで，大学近郊にあ

る題材（例：道後変電所）などを取り上げた。


